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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　溶湯中の不純物を除去するためのフィルターが溶湯の取出し部に設けられている金属溶

解装置であって、上記のフィルターが、垂下状のフィルター板と、この垂下状のフィルタ

ー板の板厚方向に離されて取出し部の底面から起立されている起立状のフィルター板とで

形成され、上記の垂下状のフィルター板の下端が、溶湯の取出し部の底面から離されてい

ると共に、起立状のフィルター板の上端より下方に位置決めされ、上記の起立状のフィル

ター板の上端が、溶湯の液面より下方に位置決めされ、また上記のフィルターは、垂下状

のフィルター板と起立状のフィルター板が連結されて一体状に形成されていると共に、起

立状のフィルター板の下端が取出し部の底面にあてられて溶湯の取出し部に着脱自在に形

成されていることを特徴とする金属溶解装置。

【請求項２】

　請求項１記載の金属溶解装置に使用するフィルターであって、垂下状のフィルター板と

、この垂下状のフィルター板の板厚方向に離されて取出し部の底面から起立されている起

立状のフィルター板とで形成され、上記の垂下状のフィルター板の下端が、溶湯の取出し

部の底面から離されていると共に、起立状のフィルター板の上端より下方に位置決めされ

、上記の起立状のフィルター板の上端が、溶湯の液面より下方に位置決めされ、また垂下

状のフィルター板と起立状のフィルター板が連結されて一体状に形成されていると共に、

起立状のフィルター板の下端が取出し部の底面にあてられて溶湯の取出し部に着脱自在に

形成されていることを特徴とする金属溶解装置に使用するフィルター。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 等 の 金 属 材 料 を 溶 解 す る 金 属 溶 解 装 置 に 関 し 、 更 に

詳 し く は 金 属 溶 解 装 置 及 び こ れ に 使 用 す る フ ィ ル タ ー に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 と こ ろ で 、 こ の 種 の 装 置 は 、 金 属 材 料 の 溶 解 時 に 、 酸 化 皮 膜 や 金 属 間 化 合 物 等 の 不 純 物

（ ス ラ グ ） が 発 生 す る の を 避 け ら れ な い 。 こ の 不 純 物 は 、 溶 解 し た 金 属 （ 溶 湯 ） の 品 質 を

低 下 さ せ 、 ひ い て は 鋳 造 品 の 品 質 に も 悪 影 響 を 与 え る も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 そ こ で 、 従 来 、 こ の 種 の 装 置 は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 坩 堝 に フ

ィ ル タ ー 板 が 設 け ら れ 、 こ の フ ィ ル タ ー 板 に よ っ て 、 純 度 の 高 い 溶 湯 を 製 造 で き る よ う 形

成 さ れ て い た 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 従 来 装 置 は 、 フ ィ ル タ ー 板 が 坩 堝 の 中 を 仕 切 る よ う 、 坩 堝 の 底 に 、 単 に

起 立 状 に 設 け ら れ て い る の に 過 ぎ な か っ た 。

　 そ の た め 、 従 来 の こ の 種 の 装 置 を 使 用 す る と 、 フ ィ ル タ ー 板 で 溶 湯 の 流 れ が 妨 げ ら れ 、

溶 湯 の 製 造 効 率 が 低 下 し 易 い 、 と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ま た こ の 種 の 問 題 を 解 消 す る た め 、 例 え ば フ ィ ル タ ー 板 の 目 を 粗 め （ 粗 孔 ） に す る と 、

溶 湯 の 通 過 速 度 は 上 が る も の の 、 濾 過 性 能 が 低 下 し 、 溶 湯 の 品 質 が 低 下 す る の を 避 け ら れ

な か っ た 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 ま た 従 来 、 例 え ば 、 フ ィ ル タ ー を 箱 形 に 形 成 し 、 濾 過 面 積 を 大 き く し て 、 溶 湯 の 濾 過 速

度 と 濾 過 性 能 の 低 下 を 防 止 す る ア イ デ ア も 知 ら れ て い る 。

　 し か し 、 こ の 場 合 は 、 坩 堝 の 容 積 が 箱 形 の フ ィ ル タ ー に よ っ て 狭 小 化 す る た め 、 こ れ に

よ る と 、 溶 湯 の 取 出 し 作 業 、 汲 出 し 作 業 が し 難 く な る 、 と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ま た こ の 種 の 問 題 を 解 消 す る た め 、 例 え ば 箱 形 の フ ィ ル タ ー を 大 き く す る と 、 そ の 分 、

装 置 （ 炉 ） が 大 型 化 し 、 設 置 ス ペ ー ス が 広 く 必 要 に な っ た 。

　 従 っ て 、 こ の 種 の 装 置 は 、 溶 湯 中 の 不 純 物 を 効 率 良 く 除 去 で き 、 し か も 溶 湯 の 流 れ （ 溶

湯 の 流 動 性 ） を 良 好 に 維 持 で き 、 品 質 の 良 い 溶 湯 を 効 率 良 く 製 造 で き る よ う 形 成 さ れ て い

る の が 望 ま し い 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － ２ ８ ５ ６ ７ ９ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 に 鑑 み 、 提 案 さ れ た も の で あ る 。

　 従 っ て 本 発 明 の 解 決 し よ う と す る 技 術 的 課 題 は 、 溶 湯 中 の 不 純 物 を 除 去 す る た め の フ ィ

ル タ ー が 溶 湯 の 取 出 し 部 に 設 け ら れ て い る 金 属 溶 解 装 置 に お い て 、 溶 湯 の 濾 過 性 能 を 低 下

さ せ る こ と な く 、 品 質 の 良 い 溶 湯 を 効 率 良 く 製 造 で き る よ う 形 成 し た 金 属 溶 解 装 置 及 び こ

れ に 使 用 す る フ ィ ル タ ー を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 次 の よ う な 技 術 的 手 段 を 採 る 。

　 即 ち 本 発 明 は 、 図 １ 等 に 示 さ れ る よ う に 、 溶 湯 ４ 中 の 不 純 物 を 除 去 す る た め の フ ィ ル タ
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ー ７ が 溶 湯 ４ の 取 出 し 部 ６ に 設 け ら れ て い る 金 属 溶 解 装 置 で あ っ て 、 上 記 の フ ィ ル タ ー ７

が 、 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ と 、 こ の 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ の 板 厚 方 向 に 離 さ れ て

取 出 し 部 ６ の 底 面 ６ ａ か ら 起 立 さ れ て い る 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ と で 形 成 さ れ 、 上 記

の 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ の 下 端 ７ ａ １ が 、 溶 湯 ４ の 取 出 し 部 ６ の 底 面 ６ ａ か ら 離 さ れ

て い る と 共 に 、 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ の 上 端 ７ ｂ １ よ り 下 方 に 位 置 決 め さ れ 、 上 記 の

起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ の 上 端 ７ ｂ １ が 、 溶 湯 ４ の 液 面 よ り 下 方 に 位 置 決 め さ れ 、 ま た

上 記 の フ ィ ル タ ー ７ は 、 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ と 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ が 連 結 さ

れ て 一 体 状 に 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ の 下 端 が 取 出 し 部 ６ の 底

面 ６ ａ に あ て ら れ て 溶 湯 ４ の 取 出 し 部 ６ に 着 脱 自 在 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る （

請 求 項 １ ） 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 本 発 明 の 装 置 に 使 用 す る フ ィ ル タ ー ７ と し て は 、 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ と 、 こ

の 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ の 板 厚 方 向 に 離 さ れ て 取 出 し 部 ６ の 底 面 ６ ａ か ら 起 立 さ れ て

い る 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ と で 形 成 さ れ 、 上 記 の 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ の 下 端 ７

ａ １ が 、 溶 湯 ４ の 取 出 し 部 ６ の 底 面 ６ ａ か ら 離 さ れ て い る と 共 に 、 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板

７ ｂ の 上 端 ７ ｂ １ よ り 下 方 に 位 置 決 め さ れ 、 上 記 の 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ の 上 端 ７ ｂ

１ が 、 溶 湯 ４ の 液 面 よ り 下 方 に 位 置 決 め さ れ 、 ま た 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ と 起 立 状 の

フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ が 連 結 さ れ て 一 体 状 に 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７

ｂ の 下 端 が 取 出 し 部 ６ の 底 面 ６ ａ に あ て ら れ て 溶 湯 ４ の 取 出 し 部 ６ に 着 脱 自 在 に 形 成 さ れ

て い る こ と を 特 徴 と す る も の が あ る （ 請 求 項 ２ ） 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の 装 置 及 び フ ィ ル タ ー は 、 こ の よ う に 形 成 さ れ て い る か ら 、 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー

板 と 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 に よ っ て 、 溶 湯 の 液 面 レ ベ ル に 対 応 し て 溶 湯 中 の 不 純 物 を 除 去

で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 本 発 明 の 装 置 並 び に フ ィ ル タ ー は 、 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 と 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板

の 間 を 介 し て 溶 湯 を 流 す こ と が で き る 。

　 従 っ て 、 本 発 明 の 場 合 は 、 フ ィ ル タ ー で 溶 湯 の 流 れ を 妨 げ る 割 合 が 小 さ く な り 、 温 度 保

持 室 （ 炉 内 ） と 取 出 し 部 （ 汲 出 し 口 ） の 液 面 の 差 を 小 さ く で き る 。

　 そ の 結 果 、 こ れ に よ れ ば 、 溶 湯 の 流 れ が 良 好 に な り 、 品 質 の 良 い 溶 湯 を 効 率 良 く 製 造 で

き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 本 発 明 の 装 置 並 び に フ ィ ル タ ー に よ る と 、 フ ィ ル タ ー の 配 設 が 簡 単 に な り 、 フ ィ ル

タ ー を 取 り 外 し て 掃 除 を 楽 に で き 、 メ ン テ ナ ン ス が 容 易 に な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ５ 】

【 図 １ 】 本 発 明 装 置 及 び フ ィ ル タ ー の 好 適 な 一 実 施 形 態 を 示 し 、 図 ２ の Ｉ － Ｉ 線 に お け る

要 部 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 同 上 装 置 等 の 要 部 平 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 同 上 装 置 等 の 要 部 拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 同 上 装 置 等 の 作 用 を 説 明 す る た め の 要 部 拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 同 上 装 置 等 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 要 部 平 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ５ の Ｖ Ｉ － Ｖ Ｉ 線 に お け る 断 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 同 上 装 置 等 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 要 部 平 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 ７ の Ｖ Ｉ Ｉ Ｉ － Ｖ Ｉ Ｉ Ｉ 線 に お け る 断 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 同 上 装 置 等 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 要 部 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 図 ９ の Ｘ － Ｘ 線 に お け る 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 同 上 装 置 等 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 要 部 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 図 １ １ の Ｘ Ｉ Ｉ － Ｘ Ｉ Ｉ 線 に お け る 断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ ３ 】 同 上 装 置 等 の 更 に 他 の 実 施 形 態 を 示 し 、 図 １ ４ の Ｘ Ｉ Ｉ Ｉ － Ｘ Ｉ Ｉ Ｉ 線 に お け

る 要 部 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 図 １ ３ に 示 す 装 置 等 の 要 部 平 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 好 適 な 一 実 施 形 態 を 添 付 図 面 に 従 っ て 説 明 す る 。

　 こ の 実 施 形 態 の 本 発 明 装 置 は 、 ダ イ カ ス ト 鋳 造 用 に 関 し 、 図 １ 、 図 ２ 等 に お い て 、 １ は

ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 等 の 金 属 材 料 で あ り 、 ２ は こ の 金 属 材 料 １ の 投 入 口 で あ る 。 ま た ３ は 、

投 入 さ れ た 金 属 材 料 １ の 溶 解 室 で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 溶 解 室 ３ で 得 ら れ た 溶 湯 ４ は 、 温 度 保 持 室 ５ で 温 度 の 低 下 が 防 止 さ れ 、 こ の 温 度 保 持 室

５ か ら 取 出 し 部 ６ （ 汲 出 し 口 ） に 入 る 。 本 発 明 の 金 属 溶 解 装 置 は 、 こ の 取 出 し 部 ６ に 、 溶

湯 ４ 中 の 不 純 物 を 除 去 す る た め の フ ィ ル タ ー ７ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 フ ィ ル タ ー ７ は 、 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ と 、 こ の 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ の 板 厚

方 向 に 離 さ れ て 取 出 し 部 ６ の 底 面 ６ ａ か ら 起 立 さ れ て い る 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ と で

形 成 さ れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 の 場 合 、 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ は 、 取 出 し 部 ６ の 流 入

口 ６ ａ の 側 に 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ま た こ の 実 施 形 態 の 本 発 明 装 置 は 、 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ と 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板

７ ｂ が 連 結 部 材 ８ を 介 し て 平 行 状 に 連 結 さ れ 、 一 体 状 に 形 成 さ れ て い る 。 連 結 部 材 ８ は 、

垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ の 下 部 と 、 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ の 上 部 を 連 結 す る よ う 、

各 フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ 、 ７ ｂ を 正 面 か ら 見 て 左 右 方 向 の 両 側 に 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 フ ィ ル タ ー ７ は 、 連 結 部 材 ８ の 厚 み 分 だ け 、 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ と 起 立 状 の フ ィ

ル タ ー 板 ７ ｂ が 離 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 間 隔 ｄ １ （ 図 ４ 参 照 ） が 、 溶 湯 ４ の 流 路 と し

て 機 能 す る よ う 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 間 隔 ｄ １ は 、 こ の 実 施 形 態 で は ４ ０ ｍ ｍ に 選 定 さ

れ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ま た フ ィ ル タ ー ７ は 、 図 １ 等 に 示 さ れ る よ う に 、 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ の 下 端 が 取

出 し 部 ６ の 底 面 ６ ａ に あ て ら れ て 着 脱 自 在 に 設 け ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、 垂 下 状 の フ ィ

ル タ ー 板 ７ ａ の 上 部 が 、 取 付 用 の カ バ ー ９ を 介 し て 装 置 本 体 １ ０ と し て の 炉 の 外 壁 に 、 ボ

ル ト １ １ で 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た フ ィ ル タ ー ７ は 、 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ の 下 端 ７ ａ １ が 、 起 立 状 の フ ィ ル タ ー

板 ７ ｂ の 上 端 ７ ｂ １ よ り 下 方 に 位 置 決 め さ れ て い る 。 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ の 下 端 ７

ａ １ と 、 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ の 上 端 ７ ｂ １ と の 間 隔 ｄ ２ （ 図 ４ 参 照 ） は 、 こ の 実 施

形 態 で は １ ０ ０ ｍ ｍ に 選 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 な お 、 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ と 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ は 、 多 孔 質 の セ ラ ミ ッ ク

ス で 形 成 さ れ て い る 。 ま た 各 フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ 、 ７ ｂ の 板 厚 は 、 こ の 実 施 形 態 で は ２ ０ ｍ

ｍ に 選 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま た 図 ２ に お い て 、 １ ２ は 溶 解 用 バ ー ナ ー で あ り 、 １ ３ は 温 度 保 持 用 バ ー ナ ー で あ る 。

ま た １ ４ （ 図 ３ 参 照 ） は 溶 湯 ４ を 汲 出 し 、 鋳 型 等 の 次 段 に 供 給 す る た め の 給 湯 装 置 で あ る

。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 次 に 、 本 発 明 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 。

　 先 ず 投 入 口 ２ か ら 投 入 さ れ た ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 等 の 金 属 材 料 １ は 、 溶 解 室 ３ で 溶 解 さ れ

、 こ の 溶 解 室 ３ か ら 溶 湯 ４ が 温 度 保 持 室 ５ に 流 入 す る 。 次 に 、 溶 湯 ４ は 、 温 度 保 持 室 ５ で

10

20

30

40

50



(5) JP  6656731  B2  2020.3.4

加 熱 さ れ て 所 定 温 度 に 保 持 さ れ 、 溶 湯 ４ の 取 出 し 部 ６ に 流 入 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 而 し て 、 本 発 明 の 場 合 、 取 出 し 部 ６ の フ ィ ル タ ー ７ は 、 上 記 の 通 り 、 垂 下 状 の フ ィ ル タ

ー 板 ７ ａ と 、 こ の 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ か ら 離 さ れ て 取 出 し 部 ６ の 底 面 ６ ａ に 起 立 さ

れ て い る 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ と で 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 実 施 形 態 で は 垂 下

状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ が 、 取 出 し 部 ６ の 流 入 口 ６ ａ の 側 に 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 そ の た め 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 溶 湯 ４ は 、 先 ず 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ の 下 端 ７

ａ １ と 取 出 し 部 ６ の 底 面 ６ ａ と の 間 を 流 れ 、 次 に 各 フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ 、 ７ ｂ の 間 を 上 昇 す

る 。 こ の 上 昇 過 程 に お い て 、 溶 湯 ４ は 、 流 圧 で 矢 印 方 向 に 押 し 流 さ れ な が ら 流 れ 、 起 立 状

の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ で 不 純 物 １ ５ が 除 去 さ れ る 。 そ し て 、 溶 湯 ４ は 、 起 立 状 の フ ィ ル タ ー

板 ７ ｂ の 上 端 ７ ｂ １ を 超 え て 取 出 し 部 ６ に 入 る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ま た 温 度 保 持 室 ５ （ 図 １ 等 参 照 ） に お い て 、 溶 湯 ４ の 液 面 が 上 昇 し 、 垂 下 状 の フ ィ ル タ

ー 板 ７ ａ の 下 端 ７ ａ １ よ り 上 が る と 、 溶 湯 ４ は 、 図 ４ に 矢 印 で 示 さ れ る よ う に 、 垂 下 状 の

フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ で 濾 過 さ れ る 。 そ し て 、 濾 過 済 み の 清 浄 な 溶 湯 ４ が 、 取 出 し 部 ６ か ら 給

湯 装 置 １ ４ （ 図 ３ 参 照 ） で 汲 み 出 さ れ 、 鋳 造 工 程 に 送 ら れ る 。 な お 、 同 図 に お い て 、 １ ５

は 、 各 フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ 、 ７ ｂ の 片 面 に 付 着 す る 不 純 物 を 示 す 。

　 本 発 明 の 場 合 は 、 こ の よ う に 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ と 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ に

よ っ て 、 溶 湯 ４ の 液 面 レ ベ ル に 対 応 し て 溶 湯 ４ 中 の 不 純 物 １ ５ を 除 去 で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 以 上 の 処 に お い て 、 本 発 明 の 場 合 、 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ と 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板

７ ｂ の 間 隔 ｄ １ （ 図 ４ 参 照 ） や 、 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ の 下 端 ７ ａ １ と 起 立 状 の フ ィ

ル タ ー 板 ７ ｂ の 上 端 ７ ｂ １ と の 間 隔 ｄ ２ （ 図 ４ 参 照 ） は 、 取 出 し 部 ６ や 坩 堝 １ ６ （ 図 １ ３

等 参 照 ） の 広 狭 、 溶 解 す る 金 属 材 料 １ の 種 類 の 違 い な ど に よ り 、 適 宜 選 定 さ れ る の で 良 い

。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 本 発 明 の 場 合 、 間 隔 ｄ １ 、 ｄ ２ は 、 溶 湯 ４ の 円 滑 な 流 れ を 確 保 で き 、 し か も 濾 過 効 果 を

高 く 得 ら れ る 範 囲 に 選 定 さ れ る 。 通 常 、 間 隔 ｄ １ は ４ ０ ～ ７ ０ ｍ ｍ 、 間 隔 ｄ ２ は ７ ０ ～ １

３ ０ ｍ ｍ 程 度 に 選 定 さ れ る の が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ま た 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ と 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ は 、 上 例 で は 平 行 状 に 配 置

さ れ て い る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 即 ち 、 本 発 明 は 、 例 え ば 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ が 、 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ の 側

に 、 フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ の 上 部 が 近 づ け ら れ て 傾 斜 状 に 配 置 さ れ て い る の で も 良 い 。

　 な ぜ な ら 、 こ れ に よ る と 、 溶 湯 ４ が 、 各 フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ 、 ７ ｂ の 間 を 上 方 に 流 れ る 際

、 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ の 抵 抗 作 用 で フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ に 不 純 物 が 付 着 し 易 く な り 、

そ の 分 、 濾 過 率 を ア ッ プ で き る か ら で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ま た 本 発 明 は 、 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ 及 び 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ が 、 一 枚 板 で

形 成 さ れ る の に 代 え 、 図 ５ ～ 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 複 数 の 板 が 耐 熱 材 接 合 方 法 等 で 継 ぎ

足 さ れ て 形 成 さ れ て い る の で も 良 い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 図 ５ 、 図 ６ の 事 例 は 、 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ と 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ と も 、 各

フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ 、 ７ ｂ を 正 面 か ら 見 て 左 右 方 向 に ２ 枚 の 板 を 継 ぎ 足 し て 連 結 し 、 一 枚 板

状 に 形 成 し て い る 事 例 で あ る 。 ま た 図 ７ 、 図 ８ の 実 施 形 態 は 、 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ

が 上 下 方 向 に 継 ぎ 足 さ れ て い る 事 例 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 フ ィ ル タ ー ７ が 、 こ の よ う に 形 成 さ れ る 場 合 は 、 フ ィ ル タ ー 板 の 端 材 を 活 用 で き 、 ま た
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取 出 し 部 ６ の 寸 法 （ 汲 出 し 口 寸 法 ） の 変 化 に 対 応 し 易 く な る も の で あ る 。

　 ま た 各 フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ 、 ７ ｂ が 上 下 方 向 に 継 ぎ 足 さ れ る 場 合 は 、 目 の 違 う フ ィ ル タ ー

板 を 上 下 方 向 に 継 ぎ 足 す こ と に よ り 、 不 純 物 の 性 質 や 種 類 に 応 じ て 溶 湯 ４ を 濾 過 で き る 、

と い う 利 点 が あ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ま た 上 例 で は 、 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ が 取 出 し 部 ６ の 流 入 口 ６ ａ の 側 に 設 け ら れ て

い る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

　 即 ち 、 本 発 明 は 、 図 ９ 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 各 フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ 、 ７ ｂ が 上 例 と

は 逆 に 配 置 さ れ 、 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ が 、 温 度 保 持 室 ５ の 側 に 配 置 さ れ て い る の で

も 良 い 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 こ の 場 合 は 、 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ で 、 先 ず 不 純 物 中 の 沈 殿 し 易 い 重 質 成 分 を 除 去

で き る 。 従 っ て 、 こ れ に よ る と 、 こ の 種 の 不 純 物 に よ っ て 溶 湯 ４ の 流 れ が 支 障 を 来 た す こ

と を 防 止 で き 、 ま た 中 間 層 の 比 較 的 清 浄 な 溶 湯 ４ が 流 れ 易 く な る た め 、 そ の 分 、 溶 湯 ４ を

効 率 良 く 製 造 で き る も の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ま た 本 発 明 の 場 合 、 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ と 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ の 枚 数 と 組

み 合 わ せ は 任 意 で あ り 、 図 １ の 事 例 の よ う に 、 夫 々 １ 枚 づ つ で 形 成 さ れ る 場 合 に は 限 ら れ

な い 。

　 即 ち 、 本 発 明 は 、 図 １ １ 、 図 １ ２ に 示 さ れ る よ う に 、 例 え ば 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ

を 挟 ん で 、 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ が 対 向 状 に 配 置 さ れ て い る の で も 良 い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 こ の 実 施 形 態 の 場 合 、 溶 湯 ４ は 、 先 ず 、 温 度 保 持 室 ５ の 側 に 配 置 さ れ て い る 外 側 の 起 立

状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ で 、 溶 湯 ４ 中 の 重 質 成 分 が 除 去 さ れ る 。 そ し て 、 溶 湯 ４ の 液 面 が 外

側 の 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ の 上 端 ７ ｂ １ を 超 え る と 、 溶 湯 ４ は 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板

７ ａ と の 間 を 下 降 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 そ の 後 、 溶 湯 ４ は 、 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ の 下 端 ７ ａ １ を く ぐ っ て 内 側 の 起 立 状 の

フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ と 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ と の 間 を 上 昇 す る 。 そ し て 、 そ の 過 程 に お

い て 、 溶 湯 ４ は 内 側 の 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ に よ っ て 濾 過 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ま た 溶 湯 ４ の 液 面 が 、 常 に 、 外 側 の 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ｂ の 上 端 ７ ｂ １ を 超 え る 状

態 に な る と 、 溶 湯 ４ は 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ に よ っ て も 濾 過 さ れ る 。

　 従 っ て 、 こ の 本 発 明 に よ れ ば 、 不 純 物 の 種 類 や 性 質 な ど に 応 じ 、 溶 湯 ４ の 流 れ を 変 え 、

溶 湯 ４ の 液 面 レ ベ ル に よ り 一 層 対 応 し て 溶 湯 ４ を 濾 過 で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ま た 本 発 明 の 場 合 、 溶 湯 ４ の 取 出 し 部 ６ は 、 図 １ ３ 等 に 示 さ れ る よ う に 、 坩 堝 １ ６ で 形

成 さ れ 、 こ の 坩 堝 １ ６ に フ ィ ル タ ー ７ が 設 け ら れ て い る の で も 良 い 。

　 図 １ ３ 等 に お い て 、 連 結 部 材 ８ の 構 成 や 、 フ ィ ル タ ー ７ の 取 付 構 造 は 、 上 例 と 同 様 で あ

る た め 、 同 一 部 材 、 同 一 箇 所 に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 詳 し い 説 明 は 省 略 す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 而 し て 、 こ の 実 施 形 態 の 場 合 は 、 坩 堝 １ ６ の 一 方 側 に ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 等 の 金 属 材 料 １

が 投 入 さ れ る と 、 溶 解 用 バ ー ナ ー １ ２ で 金 属 材 料 １ が 加 熱 さ れ て 溶 解 す る 。 す る と 、 こ の

溶 湯 ４ は 、 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ の 下 端 ７ ａ １ と 坩 堝 １ ６ の 底 面 １ ６ ａ と の 間 か ら 、

各 フ ィ ル タ ー 板 ７ ａ 、 ７ ｂ の 間 を 上 昇 し な が ら 濾 過 さ れ 、 坩 堝 １ ６ の 他 方 側 に 流 入 す る 。

そ し て 、 給 湯 装 置 １ ４ で 汲 出 さ れ 、 鋳 型 等 に 供 給 さ れ る も の で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ４ 　 　 　 溶 湯

　 ６ 　 　 　 取 出 し 部
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　 ６ ａ 　 　 底 面

　 ７ 　 　 　 フ ィ ル タ ー

　 ７ ａ 　 　 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板

　 ７ ａ １ 　 垂 下 状 の フ ィ ル タ ー 板 の 下 端

　 ７ ｂ 　 　 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板

　 ７ ｂ １ 　 起 立 状 の フ ィ ル タ ー 板 の 上 端

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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